
令和７年度データ解析コンペティション⽇本計算機統計学会スタディグループで 

２チームが快挙！！ 

〜その１：明治⼤学とコラボ！チーム廃藩置県が最優秀賞を獲得！〜 

⽥中 爽楽（⼯学部 4 年次），森 海⽃（理⼯学研究科 2 年次） 

秋⽥ 修（明治⼤学総合数理学部 4 年次） 

奥野 拓也（NTT テクノクロス プリンシパルアーキテクト） 

宮⽥ ⿓太（琉球⼤学⼯学部 准教授） 

 

【概要】2026 年 2 ⽉ 21 ⽇に統計数理研究所で開催された表題の研究会で、本学⼯学部と

明治⼤学の合同チームが最優秀賞を受賞しました。本研究会は、共通の実データ（マーケ

ティング分野）を元に参加者が分析を競うもので、今年度は某書店グループの 1 年間分の

書籍・雑誌販売データが提供されました。当該チームは、漫画の単⾏本売上に対して作品

の映像化や商品コラボレーション企画など関連ニュースが与える影響を⼤規模⾔語モデル

（LLM）で分析し、その結果を需要予測に統合する発注最適化⼿法を提案しました。その

結果、従来⼿法と⽐較し約 3.5％の経営改善効果が⾒込まれることを⽰し、⾼い社会的実装

可能性が評価されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：2024 年度のプログラム．昨年度はライバル関係にあった 2 チームが，今年度は

タッグを組んだ． 

 

 

図 2：秋⽥さんからいただいたチーム編成に関するお誘いのメール．これをきっかけに



「チーム廃藩置県（明治×琉球がネーミングの由来）」が結成された． 

 

表 1：令和 7 年度データ解析コンペティションとチーム廃藩置県のスケジュールの概要． 

⽇にち イベント 

08 ⽉ 08 ⽇ 発会式 

08 ⽉ 15 ⽇ 秋⽥さんから上記メールを受信 

08 ⽉ 25 ⽇ チームエントリー〆切 

09 ⽉ 01 ⽇ 申請書・誓約書の提出 

09 ⽉ 17 ⽇ 提供データの貸与 

10〜12 ⽉ チーム廃藩置県：オンライン会議（隔週） 

12 ⽉ 20 ⽇ 中間報告会@統計数理研究所 

01〜02 ⽉ チーム廃藩置県：オンライン会議（毎週） 

02 ⽉ 21 ⽇ 最終報告会@統計数理研究所 

02 ⽉〜03 ⽉ チーム廃藩置県：オンライン会議（毎週） 

03 ⽉ 19 ⽇ 成果報告会@中央⼤学 

 



 

図 3：最終報告会で使⽤したスライドの最初のページ．書店の経営効率化を図る⽅策の⼀つ

として機械学習による精密な週間需要予測を⾏い，経営を圧迫する本の返品率をどの程度

改善できるか試算した．⽂脈理解を得意とする LLM を活⽤し，関連ニュースが作品の売上

に及ぼす影響を考慮した需要予測を実装した． 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：副賞の盾を⼿にした受賞メンバーによる最終報告会での記念撮影（画⾯左⼿前から

半時計周りの順で，森くん，秋⽥さん，⽥中くん，奥野先⽣，宮⽥准教授）. 

 

図 5：副賞の盾． 



 

図 6：最終報告会の審査結果．合計 31 チームがエントリーし，うち 5 チームに最優秀賞が

贈呈された． 


